
活動報告
⼀般財団法⼈⼈⽣100年社会デザイン財団

第5回人と組織のあり方研究会

 �しい�⽣100年��を⾒据えた、�・��のあり�の研�（��）を⽬的とします。
 

 牧野篤先⽣（⼀�財団���⽣100年��デザイン財団（�下、100年財団）代�理事）の
「AAR��」、「affordance から modified-affordance」、また⽇�価���ERM���
（�下、JAVCERM）から「Unlearn」というテーマを題材に、これらの�え�を理�し、共
�し、そこから�、��に落とし�み、��するための�論と����を⾏います。

活動目的・背景

18:00〜18:35 �までのおさらい、�業と 
       �員の�たな��について

事�局・三宅���(JAVCERM��)
・牧野篤�(100年財団代�理事)

18:35〜19:30 グループディスカッション 

19:30〜20:00 グループ�論の発�、�体
       �論

20:00      閉�

活動内容

2022年1⽉31⽇（⽉）18:00~20:00 

web��システム（zoom）

開催日時・場所：

100年財団5�、JAVCERM�員15�、
牧野�授 ※事�局も�む

参加者

���がサバティカルのような形で、⼤�で�び�しをするのは良いことではないか。

地�⼤�に⾏くことは、���にメリットがあるはず。⼀�で、�業の側はメリットが⾒えにくいとこ

ろがある。

⾃�を�じるのは地�でないとできない。�業の��が�いSDGsと地�⼤�を�めることもあるので
はないか。

�う�点をもつことができる。地�⼤�に�々な�業から来る、その�たちの中で�々な����が�

きることを期待できる。

 ��に開�した���と�論を�じて「�来、������の⼀�であるべき�業がその��と責任の 

⼀�を担う立場から、他の������との��しながら、�下�員に�し、個�に��しない、��な 

キャリア形成についての�びや��の��提供を�じ個�の働き�に�する価��の�⾰を促し、⾃らも 

働き�に�する�業⾵⼟を�⾰し、�て�しい�と��のあり�を構築するにはどうしたらよいか」といっ

た�題��まで�りました。

 �5回の�論では、「�業と�員の�たな��」について「働きがい」と「価���」を��りしまし
た。例えば、�までの�理型リーダーシップからこれからはファシリテーション型リーダーシップ、従来で

は�くの個�の⽣活は��と�場の⾏き来のみといった�⼀性・�団��性だったが、これからはサード 

プレイスを持つこと、それによる��性・価���などについてお�がありました。

 �半は「「�しい�と��のあり�」を構築する上で、地�⼤�との��はどのような可�性があるで 

しょうか。」をテーマに、「�義」と「�現可�性」についてグループディスカッションを�めました。

�下グループディスカッションの⼀�の�⾒です�

  ※その他もたくさんのご�⾒・ご�想いただきました。ありがとうございます。

�回は、「地�⾃�体との��」に�する�論を予�しています。

第5回勉強会の概要


